
　花のころ、若葉
のころ、紅葉のころ
の丸亀城は、いろい
ろな顔を見せてくれ
ます。
　私は、落葉したあ
と春を待つ丸亀城が
大好きです。木立
越しに見える日本
一の石垣は、とても
美しい光景です。
　京極家の四つ目
の紋の幕を飾り、新
年を迎える準備が
整った凛とした丸亀
城を描きました。
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市
は
、
地
震
や
津
波
、
台
風
な
ど
の

大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
宮
城
県
石
巻

市
と
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
規
模
災
害
時
に

被
災
者
の
救
出
や
避
難
生
活
に
必
要
な

食
料
や
水
、
資
機
材
な
ど
の
提
供
、
職

員
の
派
遣
な
ど
を
、
電
話
連
絡
で
迅
速

　
　
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
締
結
式
は
、
昨
年
11
月
21
日

に
石
巻
市
役
所
で 

行
わ
れ
、
新
井
市
長
、
石
巻
市
の
亀

山
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。 

【
新
井
市
長
談
】 

　
全
国
か
ら
の
支
援
に
も
関
わ
ら
ず
、

ま
だ
ま
だ
復
興
は
進
ん
で
い
な
い
。

本
市
と
し
て
も
、
で
き
る
限
り
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
石
巻

市
か
ら
は
貴
重
な
防
災
対
策
を
学
び

た
い
。 
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■石巻市基本データ 
人　　口　149,042人　 
面　　積　555.78平方襭襷��　 
人口密度　269人/平方襭襷�� 
市 の 木　クロマツ　 
市 の 花　ツツジ　　　  

■石巻市東日本大震災の被害概況 
死　　者　3,170人 
行方不明　759人 
浸水面積　73平方襭襷�� 
（市内の13.2％、中心市街地は全域が浸水） 
被災住家　全壊：22,357棟 
　　　　　半壊：11,021棟 
　　　　　一部損壊：20,364棟 

協定書を交わす新井市長（左）と石巻市の亀山市長＝石巻市役所 

災害廃棄物災害廃棄物の積み込み作業作業 今も残る震災震災のつめあと 災害廃棄物の積み込み作業 今も残る震災のつめあと 

石巻市 

丸亀市 

緊急時    電話で対応 

丸
亀
市 

災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結 

災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結 

石
巻
市 

忘
れ
ま
せ
ん 

忘
れ
ま
せ
ん 

3.113.11

地震・津波だけでなく 
台風・風水害などの 
天災でも 
 

食料 

飲料水飲料水 飲料水 

生活必需品 

車両 

職員 
一時避難施設 

相互に応援します 
絆 

蘂 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
丸
亀
市
で
は
昨
年
「
丸
亀
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、
時
代
の
要
請
に
か
な
っ
た
施

策
の
再
構
築
を
基
本
に
「
安
全
安
心
の
都
市
づ
く
り
」
「
次
世
代

が
繁
栄
す
る
元
気
な
都
市
づ
く
り
」

ま
た
「
産
業
や
都
市
機
能
が
充
実

し
た
拠
点
都
市
づ
く
り
」
に
力
点

を
置
き
、
丸
亀
市
の
将
来
像
「
自

然
と
歴
史
が
調
和
し 

人
が
輝
く

田
園
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、

様
々
な
分
野
で
重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
防
災
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
国
の
南
海
ト
ラ

フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
新
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
県
で
は
、
国
の
最
新
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
精
度
の
高
い
被
害

想
定
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
、
丸
亀
市
と
し
て
は
、
こ

の
情
報
に
基
づ
き
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
や
津
波
浸
水
区
域

を
見
直
し
た
「
防
災
マ
ッ
プ
」
の
修
正
と
内
容
の
充
実
、
津
波
対

策
に
関
連
し
た
「
表
示
プ
レ
ー
ト
」
の
設
置
な
ど
「
丸
亀
市
地
域

防
災
計
画
」
を
見
直
し
な
が
ら
、
被
害
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
一
方
、「
定
住
自
立
圏
構
想
」で
は
、
昨
年
４
月
に
圏
域
を
構
成

す
る
２
市
３
町（
丸
亀
市
、善
通
寺
市
、琴
平
町
、多
度
津
町
、
ま
ん

の
う
町
）と
、基
本
方
針
や
今
後

の
連
携
が
想
定
さ
れ
る
取
り
組

み
事
項
な
ど
の
協
定
を
締
結
後
、

11
月
に
は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、

今
後
５
年
間
で
取
り
組
む
具
体

的
な
22
事
項
を
定
め
た
「
瀬
戸

内
中
讃
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
本
年
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
圏
域
に
お
け
る
地
域
資

源
を
最
大
限
に
い
か
し
た
新
し
い
広
域
行
政
に
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
本
年
の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、
私
ど
も
丸
亀
市
議
会
は
、

昨
年
、
市
民
に
開
か
れ
市
民
と
と

も
に
歩
む
市
議
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、「
議
会
基
本
条
例
」を
制

定
い
た
し
ま
し
た
。
条
例
施
行
に

伴
い
、
６
月
議
会
で
行
わ
れ
た
議

長
・
副
議
長
選
挙
で
は
、
立
候
補

制
を
導
入
し
、
所
信
表
明
を
経
て
選
挙
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
市

民
に
分
か
り
に
く
か
っ
た
議
会
人
事
の
透
明
化
を
図
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
一
般
質
問
な
ど
に
お
い
て
は
、
一
問
一
答
方
式
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
論
点
や
争
点
が

明
確
に
な
り
、
よ
り
審
議
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
５
月
と
10
月
に
は
議
会
報
告
会
を
そ
れ
ぞ
れ
市
内
２

か
所
で
開
催
し
、
市
議
会
の
活
動
内
容
を
市
民
に
報
告
す
る
一

方
、
市
民
の
方
々
か
ら
は
市
政
な
ど
に
関
し
て
様
々
な
質
問
や
提

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
多
様
な
市
民
の
意
見
を
積

極
的
に
把
握
し
、
市
政
へ
反
映

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
本
年
も
市
民
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
市
議
会
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
ど
う
か
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

「
瀬
戸
内
中
讃
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
に
取
り
組
み
ま
す 

さ
ら
な
る
議
会
改
革
の
推
進
を 

市
長
　
新
　
井
　
哲
　
二 

議
長
　
高
　
木
　
康
　
光 



歳入確保 
2,126

人件費の見直し 
5,537

事業費削減・ 
整理合理化 
1,614

補助金等の 
整理合理化 
1,833

維持管理経費の 
見直し 
168

その他 
1,142

航跡 
そして 羅針盤 羅針盤 

　
新
し
い
丸
亀
市
が
生
ま
れ
、
8
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
船

出
と
な
っ
た
合
併
当
時
か
ら
今
日
ま
で
の
「
丸
亀
市
の
航
跡
」
を
振
り
返
り

な
が
ら
「
明
日
の
丸
亀
」
を
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
第
１
回
は

「
行
財
政
改
革
」
で
す
。 

45

    

　
平
成
17
年
３
月
、
丸
亀
市
・
綾
歌

町
・
飯
山
町
が
合
併
し
ま
し
た
。 

　
人
口
11
万
人
、
豊
か
な
自
然
や
歴

史
、
文
化
、
そ
し
て
多
く
の「
資
源
」

…
…
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
で
飛
躍
す
る
新
し
い
「
丸
亀
市
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、合
併
前
の
１
市
２
町
の
財

政
状
況
は
、
競
艇
事
業
収
入
に
依
存

し
て
き
た
旧
丸
亀
市
、
地
方
交
付
税

な
ど
に
よ
る
国
の
財
源
調
整
に
支
え

ら
れ
て
き
た
旧
綾
歌
町
・
飯
山
町
と

い
っ
た
体
質
で
、
単
に
財
政
を
統
合

す
る
だ
け
で
は
、
新
し
い
市
の
継
続

さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
る
財
政
状
況
で
し

た
。 

　
具
体
的
に
は
、
競
艇
事
業
収
入
が

見
込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

景
気
の
悪
化
を
受
け
て
市
税
が
減
収
、

ま
た
、
国
の
三
位
一
体
改
革
で
、
国

庫
支
出
金
や
地
方
交
付
税
な
ど
が
減

り
続
け
る
な
ど
、
未
曽
有
の
歳
入
環

境
の
悪
化
で
多
額
の
財
源
不
足
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
平

成
17
年
８
月
に
「
丸
亀
市
中
期
財
政

計
画
」
を
作
成
し
、
こ
の
ま
ま
で
は

財
政
破
綻
に
な
り
か
ね
な
い
実
情
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
示
し
た
う
え
で
、

改
革
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
す

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
作
成
と
連
動
し

て
「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

「
行
財
政
改
革
」
を
断
行
し
て
き
ま

し
た
。 

    

　
「
行
政
改
革
」
と
し
て
、
民
間
活

用
や
事
業
の
整
理
合
理
化
を
進
め
、

官
民
の
役
割
分
担
や
事
務
業
務
の
見

直
し
を
行
う
な
ど
歳
出
削
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
定
員
適
正
化
計
画
を

定
め
、
職
員
を
２
２
８
人
削
減
し
、

人
件
費
を
抑
え
る
こ
と
で
経
常
収
支

比
率
も
類
似
団
体
に
比
べ
て
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
未
利
用
地
の
有
効
活
用
や

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
な
ど
に

よ
っ
て
財
源
確
保
に
も
取
り
組
ん
だ

結
果
、
総
額
で
「
１
２
４
億
円
」
も

の
効
果
を
生
み
出
し
、
改
革
に
よ
る

成
果
は
現
在
も
継
続
し
、
市
の
財
政

は
着
実
に
健
全
化
へ
の
道
を
歩
ん
で

い
ま
す
。 

　
ま
ち
づ
く
り
は
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
に
、
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
将
来
の
市
を
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
行
財
政
基
盤
の
裏

づ
け
が
必
要
で
す
。 

　
さ
ら
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
第

二
次
行
政
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
、
事

業
の
選
択
と
集
中
や
資
源
の
有
効
活

用
に
よ
り
、
引
き
続
き
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
を
築
く
と
と
も
に
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
や
住
民
満
足

度
の
向
上
と
い
っ
た
質
的
な
改
革
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

    

　
行
財
政
基
盤
の
確
立
と
と
も
に
、

新
市
の
将
来
像
を
掲
げ
る
「
丸
亀
市

総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
「
前
期
基

本
計
画
」
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
中
で
も
、
最
も
急
い
で
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
、
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
「
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
し
た
。 

　
小
中
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
な

ど
の
教
育
や
子
育
て
に
関
連
す
る
施

設
を
は
じ
め
、
防
災
の
要
で
あ
る
消

防
署
や
消
防
団
の
屯
所
な
ど
、
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

た
施
設
の
耐
震
化
に
、
一
刻
も
早
く

取
り
掛
か
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
特
に
老
朽
化
の
著
し
い
施
設
で
は
、

耐
震
改
修
で
は
対
応
で
き
ず
に
、
全

面
改
築
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
な
ど
、

事
業
費
の
増
大
に
対
応
し
た
財
源
の

確
保
に
苦
心
し
ま
し
た
が
、
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
と
、
合
併
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、
財

政
的
に
も
有
利
な
合
併
特
例
債
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
財
源
の
捻
出
に
め

ど
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
結
果
と
し
て
、小
中
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
所
の
い
ず
れ
の
施
設
も
、飛
躍
的

に
耐
震
化
率
が
伸
び
る
な
ど「
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
取
り

組
み
は
着
実
に
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。 

西中学校新築西中学校新築 

消防庁舎新築消防庁舎新築 平山保育所新築平山保育所新築 

西中学校新築 

消防庁舎新築 平山保育所新築 

明
日
の
丸
亀 

笊 
合
併
直
後
か
ら 

 

行
財
政
改
革
を
断
行 

実
を
結
ぶ 

「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」 

 

行
政
改
革
の
成
果 

　   

総
額
1
2
4
億
円 

 

　

地
方
交
付
税
　
地
方
の
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
5
つ
の
国
税
の
一
部
が
そ
の
財
源

と
な
っ
て
お
り
、
本
来
、
地
方
の
独
立

財
源
と
言
え
る
も
の
で
す
。 

　

経
常
収
支
比
率
　
市
税
な
ど
の
財
源
が
、

人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
義

務
的
な
経
費
に
使
わ
れ
る
割
合
。
こ
の

比
率
が
低
い
ほ
ど
、
自
由
に
使
え
る
財

源
に
余
裕
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

　

類
似
団
体
　「
人
口
」
や
「
産
業
構
造
」

が
同
じ
よ
う
な
全
国
の
市
町
村
で
す
。

本
市
の
類
似
団
体
は
、
平
成
２３
年
度
末

で
４３
都
市
あ
り
ま
す
。 

　

合
併
特
例
債
　
合
併
後
の
市
町
村
が
一

定
の
期
間
に
限
っ
て
借
り
入
れ
で
き
る

地
方
債
で
す
。
元
利
償
還
金（
公
債
費
）

の
７０
％
が
地
方
交
付
税
と
し
て
手
当
て

さ
れ
ま
す
。 

　

臨
時
財
政
対
策
債
　
本
来
、
地
方
交
付

税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
、

国
家
財
政
（
特
別
会
計
）
の
窮
迫
で
地

方
債
の
借
り
入
れ
で
ま
か
な
っ
た
も
の

で
す
。
元
利
償
還
金
の
1
0
0
％
が
地

方
交
付
税
と
し
て
手
当
て
さ
れ
ま
す
。 

子どもたちの 
安全を第一に 

類似団体と 
比べてみても 

■経常収支比率の推移 

■第一次行政改革の効果額　Ｈ17～21年 

■耐震化率の推移 ■市債残高の推移と将来負担 

借金の付けを 
将来に残さない！ 

100

丸亀市 

平成18年3月末【保育所は耐震診断完了時（平成21年度）】 

類似団体の平均 
（Ｈ23は未公表） 
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H17
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28.4

81.8

35.0

85.0

38.5

53.8

33.3

75.0

100

小学校 中学校 幼稚園 保育所 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

H18 H19 H20 H21 H22 H23

平成25年3月末（予定） その他の地方債 臨時財政対策債 合併特例債 

総額総額124124億円億円 
の効果効果 
職員職員228228人減人減 

総額124億円 
の効果 
職員228人減 

うちっ娘うちっ娘 
知っとく知っとく 

辞 典 

うちっ娘 
知っとく 

辞 典 

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革 

行
財
政
改
革 

語
句
の
解
説 

うち地方交付税で 
手当てされる額を除いた 
将来的な実質負担額 



→詳しくは市ホームページかスポーツ推進課（蘂24-1392）へ ●1月9日貉からパブリックコメント募集／「丸亀市スポーツ振興ビジョン（仮称）」（案）→ 67

参加者 VOICE沿道からの声援でがんばれます 

交通規制にご協力お願いします 

戸祭　直己さん 金　哲彦さん 高橋尚子さん 

第
６７
回 

レース以外の楽しみも盛りだくさん！ 

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  

★にぎやか村 

 県立丸亀競技場内「にぎやか村」では、讃岐う
どんコーナーをはじめ、地元物産、スポーツ用品

の販売などがあり
ます。 

 　また、東日本大
震災の支援として
募金箱を設置し、
チャリティイベン
トを開催します。 

★みんなで楽しく県民ウオーク 

日時：2月2日貍午前8時受け付け、午前9時半
　　　スタート 
場所：県立丸亀競技場集合 
料金：500円、小学生以下無料（保護者同伴） 
コース：16㎞（丸亀城、太助灯籠、道隆寺、金
　　　倉寺など）、10㎞（丸亀城、山北八幡神社
　　　など） 
申し込み：1月26日貍までに県ウオーキング協会
　　　（蘂087-813-2833、薨087-813-2834） 

★小学生ランニング大会 

日時：2月2日貍午前10時～11時 
場所：県立丸亀競技場 
対象：小学4～6年生 
定員：300人 
講師：日清食品グループ 
　　　陸上競技部 
　　　諏訪利成さん 
申し込み：午前9時から同競技場玄関で受け付け
　　　（先着順） 

★ジョギング教室 

日時：2月2日貍午後1時～2時半 
場所：県立丸亀競技場 
対象：中学生以上 
定員：300人 
講師：金哲彦さん、 
　　　高橋尚子さん 
申し込み：正午から 
　　　同競技場玄関で 
　　　受け付け（先着順） 

　
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
て
始
め
た
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
き
っ
か
け
に
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
20
年
以
上

前
。
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、
香
川
丸

亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン（
以
下
、丸

亀
ハ
ー
フ
）に
出
場
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
走
る
こ
と
は
日
常
生
活
に
欠

か
せ
ず
、
2
日
に
１
回
は
市
の
陸
上

競
技
場
や
、
丸
亀
城
な
ど
で
練
習
し

て
い
ま
す
。 

　
丸
亀
ハ
ー
フ
は
コ
ー
ス
が
平
坦
で
、

記
録
が
出
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、走
り
や
す
い
分
気
が
抜
け
ず
、

最
後
ま
で
ペ
ー
ス
を
守
れ
る
か
が
鍵

に
な
り
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
は
苦

し
い
で
す
が
、
沿
道
か
ら
の
声
援
が

励
み
に
な
り
ま
す
。
地
元
の
レ
ー
ス

は
、
知
り
合
い
が
応
援
に
来
て
く
れ

る
の
で
、
か
っ
こ
悪
い
と
こ
ろ
を
見

せ
た
く
な
い
！
と
い
う
気
持
ち
が
記

録
更
新
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

　
走
っ
て
い
る
と
き
の
苦
し
さ
や
、

走
り
終
わ
っ
た
後
の
充
実
感
が
自
分

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
。 

　
走
り
や
す
い
コ
ー
ス
の
丸
亀
ハ
ー

フ
で
、
あ
な
た
も
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か
。 

丸
亀
で｢

世
界｣

を
体
感 

　
香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
、
１
９
４
７
年
に
誕
生
し
て

以
来
、
国
内
外
の
ト
ッ
プ
選
手
を
招

く
な
ど
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
際
陸
上
競
技
連
盟
（
Ｉ

Ａ
Ａ
Ｆ
）か
ら
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
部

門
に
お
い
て
、日
本
で
唯
一「
シ
ル
バ

ー
ラ
ベ
ル
」
の
認
定
を
受
け
た
コ
ー

ス
を
走
れ
る
と
あ
っ
て
、
市
民
ラ
ン

ナ
ー
も
年
々
増
加
。
今
年
も
全
国
か

ら
１
万
人
以
上
の
参
加
者
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
沿
道
か
ら
の
大
き
な

声
援
が
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の
力
に
な

り
、
記
録
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。 

　
コ
ー
ス
沿
線
や
周
辺
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
、ま
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
大

会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、そ
し
て
沿

道
か
ら
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

好
記
録
が
狙
え
る 

超
高
速
コ
ー
ス 

　
世
界
新
記
録
も
生
ま
れ
た
、
フ
ラ

ッ
ト
で
走
り
や
す
い
コ
ー
ス
は
、
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
の
熱
い
視
線
を
浴
び
て

い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
ゴ
ー
ル
付
近
の
混
雑
解

消
の
た
め
、
坂
出
市
の
折
り
返
し
地

点
を
東
へ
２
０
０
誡
伸
ば
し
て
、
競

技
場
内
の
ト
ラ
ッ
ク
を
半
周
で
ゴ
ー

ル
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ー
ス
を
見
直

し
ま
し
た
。 

　
大
会
の
雰
囲
気
を
感
じ
た
い
マ
ラ

ソ
ン
初
心
者
は
も
ち
ろ
ん
、
経
験
者

が
、
自
己
記
録
更
新
を
狙
う
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
お
す
す
め
で
す
。
あ
な
た

も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

香川丸亀国際ハーフマラソン 
大会組織委員会 蘂24-6274

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆ 

　10時35分・10時50分スタート！

2013年2月3日赧



自
立 

と 共生 

学
校
群 南 

小 

中 

貫 

一 

3

笠
島 

大
浦 

小
阪 

福田 

尻浜 

屋釜 

生浜 

文● 
スタート 
ゴール 

甲
生 

泊 

大会会場 

Ａコース＝14.5㎞ 
Ｂコース＝9.5㎞ 
Ｃコース＝3.5㎞ 

目標：あいさつができる子どもを育てよう 

　
南
学
校
群
で
は
、
平
成
25
年
度

の
充
実
期
に
向
け
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

①
算
数
・
体
育
で
出
前
授
業 

　
今
年
度
は
、
中
学
校
の
授
業
に

少
し
で
も
慣
れ
る
た
め
に
、
中
学

校
の
教
員
が
、
月
に
一
回
小
学
校

に
出
向
き
、
算
数
と
体
育
の
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

②
先
輩
た
ち
の
部
活
動
参
観 

　
中
学
校
に
入
学
し
た
と
き
、
最

も
関
心
が
あ
る
こ
と
の
一
つ
に
「
部

活
動
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
小
学
生
は
、
卒
業
し
た
先
輩
た
ち

が
、
部
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
む
姿

を
、
目
を
輝
か
せ
て
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
方
か
ら
も
「
成
長
し
た

卒
業
生
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
」

と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

③
児
童
会
と
生
徒
会
の
交
流
会 

　
南
中
学
校
の
生
徒
会
が
中
心
と
な

っ
て
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
お
互
い
の

親
睦
を
図
る
た
め
の
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
各
学
校
の
あ
い
さ
つ
運
動
の
取
り

組
み
を
聞
い
た
児
童
ら
は
、
他
校
の

取
り
組
み
で
参
考
に
な
っ
た
点
を
取

り
入
れ
よ
う
と
、
熱
心
に
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。 

〈南中・城辰小・郡家小・垂水小〉 

→広報2月号をご覧ください。問い合わせ：農林水産課 蘂24-8845●農業用軽油の免税申請／2月上旬に受け付けます。必要書類など詳しくは→ 

「児童会児童会」と「生徒会生徒会」の交流会交流会 

体育体育の出前授業出前授業 

「児童会」と「生徒会」の交流会 

体育の出前授業 

89

教育委員会 蘂24-8821

●
入
所
要
件 

　
保
護
者
や
同
居
親
族
が
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、児
童
を
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
。 

①
い
つ
も
家
庭
の
外
で
働
い
て
い
る

②
い
つ
も
家
庭
内
で
そ
の
児
童
と
離

　
れ
て
、
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働

　
を
し
て
い
る 

③
出
産
の
前
後
で
あ
る 

④
病
気
や
負
傷
な
ど
で
育
児
が
で
き

　
な
い 

⑤
長
期
に
わ
た
り
、病
人
や
障
が
い
者

　（
児
）な
ど
を
常
時
介
護
し
て
い
る 

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

　
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る 

●
入
所
申
し
込
み 

蘆
1
月
7
日
豺
〜
１１
日
貊 

　
市
役
所
本
館
１
階
南
会
議
室 

蘆
1
月
１５
日
貂 

　
綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

蘆
1
月
１６
日
貉 

　
飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
た
だ
し
、
土
・
日
、
祝
日
を
除
い

た
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。 

　
指
定
日
に
都
合
の
悪
い
人
は
、
期

間
中
、
子
育
て
支
援
課
、
各
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

　
申
込
書
は
、
子
育
て
支
援
課
、
各

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
、
各
保
育
所（
園
）

に
あ
り
ま
す
。
受
付
期
間
内
で
あ
れ

ば
、
申
込
日
に
よ
る
優
先
順
位
は
あ

り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
定
員
を
超
え

た
場
合
は
、
１
月
下
旬
か
ら
２
月
中

旬
に
選
考
）。 

　
原
田
保
育
所
は
、
平
成
26
年
度
に

城
南
保
育
所
と
統
合
さ
れ
ま
す
。
原

田
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、

子
育
て
支
援
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
4
月
か
ら
保
育
所
（
園
）
に
入

所
を
希
望
す
る
乳
幼
児
を
募
集
し

ま
す
。 

　
ま
た
、こ
れ
か
ら
出
産
予
定
や
育

児
休
業
明
け
な
ど
で
、
5
月
以
降

の
年
度
途
中
に
入
所
を
希
望
す
る

乳
幼
児
も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。 

対象児 保　育　所　名 

0～2歳児 虎岳 

0～3歳児 本島 

0～5歳児 
城辰、恵城、ふたば乳児、誠心、丸亀ひ 
まわり、ふたば西、ひつじヶ丘、ドルカ 
ス乳児、しおや 

1～5歳児 
中央、平山、土居、金倉、城南、青ノ山、 
飯野、垂水、岡田、栗熊、富熊、飯山北 
第一、飯山南 

　飯山北第一保育所、飯山南保育所の保育年齢は、 
平成25年度から「5歳児まで」になります。  

保 育 所 所 内 案 新 年 度 入 子育て支援課 
蘂24-8808

国民健康保険・後期高齢者医療  国民健康保険・後期高齢者医療  

合算療養費制度の申請書を送付します 高額医療 

高額介護 

保　険　課 蘂24-8842 
高齢者支援課 蘂24-8807 
福　祉　課 蘂24-8805

●制度の概要 
　高額医療・高額介護合算療
養費制度とは、同じ医療保険
に入っている世帯内で、対象
期間（８月１日～翌年７月31
日）に医療と介護の両方に自
己負担があり、その合計額が
限度額を超えた場合に、超え
た額が支給される制度です。 
●対象者にお知らせ 
　支給対象の世帯には、市か
ら１月中旬以降、申請書を順
次郵送します。 
　保険証、申請者の印鑑、振
込先の口座番号が分かるもの
（本人名義の口座以外の場合
は、委任状が必要）を持参し
て申請してください。 
　ただし、対象期間中に転入 

してきた人や社会保険に加入
している人、医療保険が変わ
った人（国民健康保険から後
期高齢者医療に変わったなど）
には送付されません。平成24
年７月31日時点で加入してい
た医療保険にお問い合わせく

ださい。 
●福祉課から 
　心身障害者医療制度が適用
され、医療費が助成されてい
る人は、助成を受けた額を限
度として福祉課に返還してい
ただく場合があります。 

■自己負担限度額（8月から翌年7月までの年額） 

現役並み所得者：3割負担者　　一般：住民税課税世帯 
区分Ⅰ：住民税非課税世帯（世帯員全員が所得なし） 
区分Ⅱ：住民税非課税世帯（区分Ⅰ以外） 
上位所得者：基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯 
非課税：住民税非課税世帯 

現役並み所得者 

一般（１割負担） 

区分Ⅱ 

区分Ⅰ 

７０
歳
以
上
の
人 

67万円 

56万円 

31万円 

19万円 

所得区分 限度額 

上位所得者 

一般 

非課税 

７０
歳
未
満
の
人 

126万円 

67万円 

34万円 

所得区分 限度額 

　春の日差しの中、歴史と文化財の宝庫といわれる本島を自分の
ペースで走ってみませんか。　　　 
　今大会は、3月20日から開催する「瀬戸内国際芸術祭2013」
のスタートイベントにもなっています（本島での芸術祭の会期は
10月5日～11月4日）。 
　　　３月17日豸　受付開始＝午前９時40分、スタート＝午後０
　時５分 
　　　本島中学校スタート・ゴール 
　　　Aコース（14.5㎞）：高校生・一般、Bコース（9.5㎞）：中・
　高校生・一般、Cコース（3.5㎞）：小学生、オープン（3.5㎞）：
　小・中・高校生・一般 
　　　　小・中学生1300円、高校生・一般2800円（弁当代、傷
　害保険料を含む） 
　　　　　市役所１階ロビー、地域振興課、本島市民センターな
　どに設置する大会要項に必要事項を記入し、２月15日貊まで
　に振り込み 
　　　　　　本島市民センター内第31回塩飽本島マイペースマラ
　ソン大会実行委員会事務局 蘂27-3222

日時 

場所 

種目 

参加料 

申し込み 

問い合わせ 

いい汗かこういい汗かこう 歴史の島で歴史の島で いい汗かこう 歴史の島で 
第3131回 塩飽本島塩飽本島マイペースマラソン大会大会 第31回 塩飽本島マイペースマラソン大会 3.17

ほんじま 

参加者全員に 
タオルと 

瀬戸内国際芸術祭 
2013 

スタートイベント 
記念メダルを 
プレゼント 



９４ 

　
市
内
で
50
年
以
上
活
動
を

続
け
る
合
唱
団
・
カ
メ
リ
ア

コ
ー
ラ
ス
創
立
メ
ン
バ
ー
の

平
尾
さ
ん
。
「
週
１
回
の
練

習
で
友
達
に
会
っ
て
話
す
の

が
楽
し
く
て
。
家
で
じ
っ
と

し
て
る
の
が
苦
手
だ
か
ら
」

と
の
こ
と
。
見
せ
て
も
ら
っ

た
練
習
風
景
で
、
背
筋
を
ピ

ー
ン
と
伸
ば
し
て
歌
う
姿
は
、

と
て
も
若
々
し
か
っ
た
。 

平
尾
　
喬
子
さん 

（
福
島
町
・
８７
歳
） 

飯
山
町
　
山
下
千
代
美
さん 

継
続
継
続
は
力
な
り 

継
続
は
力
な
り 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筝 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
桃
源
郷
の
里
で
文
化
活
動
に
大
変

熱
心
に
取
り
組
み
、
文
化
面
だ
け
で

な
く
人
と
人
の
交
流
、
さ
ら
に
地
域

の
文
化
振
興
の
よ
り
良
い
発
展
に
寄

与
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
い
ま
す
。

そ
の
グ
ル
ー
プ
と
は
「
セ
レ
ナ
ー
タ

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
で
す
。 

　
フ
ラ
ン
ス
留

学
帰
り
の
若
い

先
生
（
飯
山
町

在
住
の
尾
崎
史

彦
さ
ん
）
を
得

て
、
誕
生
し
ま

し
た
。
創
立
以

来
４
年
目
に
入

っ
た
そ
う
で
す

が
、
年
に
４
〜

５
回
程
度
の
施

設
訪
問
や
地
域

の
催
し
物
へ
の

参
加
、
そ
れ
に

春
と
秋
に
開
く
定
期
発
表
会
を
続
け

て
い
ま
す
。
特
に
秋
の
発
表
会
で
は
、

香
川
県
の
文
化
芸
術
祭
へ
の
参
加
公

演
と
し
て
認
可
さ
れ
、
趣
味
、
同
好

会
の
範
疇
だ
け
で
は
な
く
、
先
生
で

あ
る
尾
崎
さ
ん
の
合
奏
曲
「
ニ
ュ
ー

リ
ズ
ム
」
に
挑
戦
し
、
今
一
歩
、
今

一
歩
と
常
に
飛
躍
を
目
指
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
「
継
続
は
力
な
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
全
員
が
ギ
タ
ー
を

愛
し
、
楽
し
み
た
い
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
先
生
を
中
心
に
、
と
て
も

良
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

　
平
成
22
年
４
月
号
か
ら
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
様
々
な
話
題
を
お

届
け
し
て
き
た「
地
域
ウ
オ
ッ
チ
」

は
、今
回
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。 

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

少
林
寺
拳
法
丸
亀
郡
家
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

セレナータギターアンサンブル セレナータギターアンサンブル 

近年特産品として定着した飯山町の桃 

１０ 

まち・むら・しま箋 

１０ １１ 

８
．
飯
山
町
・
綾
歌
町
の
村
々 

飯
山
町
・
綾
歌
町
　
平
成
17
年
に
合

併
し
て
新
し
く
丸
亀
市
域
に
な
っ
た

飯
山
町
と
綾
歌
町
は
い
ず
れ
も
旧
宇

足
（
鵜
多
）
郡
に
属
し
、
江
戸
時
代

は
高
松
藩
領
で
あ
っ
た
。
丸
亀
平
野

の
南
部
に
位
置
す
る
両
町
域
は
、
中

央
部
を
大
束
川
の
支
流
が
北
流
し
、

早
く
か
ら
開
け
て
い
た
。
飯
山
町
の

法
軍
寺
や
綾
歌
町
の
富
熊
・
栗
熊
地

区
で
は
、
古
代
条
里
制
の
跡
を
は
っ

き
り
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
承

平
年
間（
９
３
１
〜
９
３
８
年
）に
成

立
し
た
辞
書
『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ

れ
ば
、
坂
本
郷
全
域
と
井
上
郷
・
二

村
郷
の
一
部
が
飯
山
町
域
に
、
栗
熊

郷
全
域
と
井
上
郷
の
一
部
が
綾
歌
町

域
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

飯
山
町
の
村
々
　
旧
綾
歌
郡
飯
山
町

は
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
年
）
に
、

法
勲
寺
村
と
坂
本
村
（
両
村
と
も
明

治
23
年
に
成
立
）
が
合
併
し
て
成
立

し
た
。
江
戸
時
代
に
は
こ
の
地
に
高

松
藩
領
の
７
か
村
が
あ
っ
た
。
上
・

下
法
軍
寺
村
、
東
小
川
村
、
真
時
村
、

川
原
村
、
東
・
西
坂
本
（
元
）
村
で

あ
る
。 

　
江
戸
時
代
初
期
の「
寛
永
国
絵
図
」

に
は
飯
山
町
域
に
法
軍
寺
郷
・
坂
本

郷
・
小
川
郷
の
３
郷
が
記
さ
れ
、
ま

だ
村
が
分
か
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代

の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
法
軍
寺
郷

は
石
高
１
７
３
０
石
で
、
法
軍
寺
村

と
法
軍
寺
安
川
・
同
岡
村
の
地
名
が

見
え
る
。
貞
享
年
間
（
１
６
８
４
〜

８
８
年
）
の
史
料
に
は
、
法
軍
寺
村

が
上
下
二
村
に
分
か
れ
て
お
り
、
高

松
藩
の
寛
文
・
延
宝
検
地
に
よ
っ
て

上
・
下
法
軍
寺
村
が
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

　
坂
本
郷
は
石
高
２
７
９
５
石
で
、

坂
本
を
冠
し
た
９
か
村
（
三
池
・
鋳

物
師
原
・
三
谷
・
坂
・
楠
見
・
真
時
・

国
持
・
高
柳
・
木
村
）
の
名
が
見
え
、

後
に
三
池
・
三
谷
・
鋳
物
師
原
の
地

に
東
坂
本
村
、
国
持
・
高
柳
に
西
坂

本
村
、
楠
見
の
地
に
川
原
村
な
ど
が

成
立
し
た
。 

　
小
川
郷
は
石
高
１
３
８
８
石
で
、

後
に
東
西
二
村
に
分
か
れ
た
（
西
小

川
村
は
現
在
の
川
西
町
南
）
。
以
上

７
か
村
の
天
保
期
の
石
高
・
戸
口
は

表
の
通
り
で
あ
る
。 

法
勲
寺
跡
　
上
法
軍
寺
村
の
地
、
岡

田
台
地
先
端
部
の
讃
留
霊
王
神
社
東

方
麓
に
法
勲
寺
跡
が
あ
る
。
法
勲
寺

は
、
旧
境
内
や
周
辺
か
ら
、
出
土
し

た
蓮
華
文
軒
丸
瓦
・
重
弧
文
軒
丸
平

瓦
な
ど
か
ら
奈
良
時
代
以
前
に
創
建

さ
れ
た
と
さ
れ
、
当
地
を
開
作
し
た

綾
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
仁
和

寺
に
寄
属
さ
れ
、
周
辺
に
仁
和
寺
領

が
あ
っ
た
が
、
寺
院
は
中
世
末
に
衰

退
し
た
。
後
に
、
そ
の
由
緒
を
惜
し

ん
だ
生
駒
親
正
が
高
松
城
下
に
当
寺

を
移
し
、
父
近
規
の
墓
所
と
し
て
、

寺
名
を
弘
憲
寺
と
改
め
た
。
「
讃
岐

国
名
勝
図
絵
」
に
は
跡
地
に
名
の
み

が
残
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

讃岐富士と土器川 

飯山町7か村の石高と戸口 

1025 

579 

856 

298 

826 

1267 

549

257 

109 

208 

72 

221 

350 

139

1145石余 

832　　 

915　　 

393　　 

996　　 

1295　　 

740　　 

上法軍寺村 

下法軍寺村 

東 小 川 村 

真　時　村 

川　原　村 

東 坂 本 村 

西 坂 本 村 

 

村　名 石　高 家数（軒） 人数（人） 

※石高は、「天保郷帳」による 
　（東小川村は「天保9(1838)年　御領分明細紀」） 
※家数・人数は、「天保９年　御巡見一件」による 

だ
い 

ほ
う 

は
ん 

ち
ゅ
う 

ぐ
ん 

じ
ょ
う 

み
ょ
う 

じ
ょ
う 

し
ょ
う 

じ
ょ
う 

き
ょ
う 

へ
い 

わ 

い 

の 

へ 

る
い 

じ 

ほ
う 

く
ん 

じ 

そ
く 

ふ
た 

た 

う 

む
ら 

さ
ん 

と
き 

さ
ん
の 

い
け 

も 

じ 

は
ら 

い 

さ 

る 
れ 

れ
ん 

げ 

に
ん 

な 

じ 

も
ん 

じ
ゅ
う 

こ 

も
ん 

お
う 

さ
ぬ 

き 

こ
く 

め
い 

ず 

え 

し
ょ
う 

あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
を
育
む 

　
少
林
寺
拳
法
の
修
行
は
、
相

手
と
共
に
上
達
を
図
る
と
い
う

修
練
過
程
を
通
じ
て
「
頼
り
に

な
る
自
分
づ
く
り
」
と
「
他
人

を
思
い
や
る
気
持
ち
」
の
精
神

を
養
う
た
め
行
い
ま
す
。 

　
団
で
は
、
心
身
一
体
で
修
練

す
る
中
で
「
自
分
の
可
能
性
を

信
じ
て
頑
張
れ
る
子
」
を
目
指

し
、
毎
週
水
・
金
曜
に
郡
家
小

学
校
な
ど
で
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

「
気
合
」
が
響
い
て
い
ま
す
。 

　
親
子
入
会
も
可
能
で
す
の
で

ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
篠
原
勉
（
郡
家
町
・
蘂

2
8
―
7
0
1
5
） 



小中学校に 
図書寄贈 
　「わあ！かわ
いい！」と歓声
をあげたのは、
本に描かれたイ
ラスト付きサイ
ンを見た西中学校の生徒たち。県内の小中学校の全クラスに一冊ず
つ、自身の著書『ＫＯされない男たち』を贈る“世直しボクサー”吉川
英治さん。市内では、ＮＰＯ丸亀まちづくりネットワークの協力を
得て「クリスマスプレゼント」として、12月中に全中学校と一部の
小学校に贈呈。「夢があれば困難もへっちゃら、笑顔でいられる」
と話す吉川さんは「西中の生徒たちは、表情がいい」と笑顔でした。 

すすを払って正月準備 
　新年を迎えるための準備を始める「正
月事始め」にあわせ、丸亀城ですす払い
が行われました。長い笹ぼうきで１年の
すすを払った天守や大手一の門が、美し
い姿を取り戻しました。 

上手につけたよ！園児らが餅つき体験 
　市飯綾商工会青年部・女性部が中心となり、飯山・綾
歌町内の保育所や幼稚園、県ふじみ園など10か所で、
餅つきを開催。園児らは、つきたてのやわらかな餅を「お
いしいね」と頬張っていました。 

12.9

12.10

12.13

12.4

ドイツ兵俘虜楽団ゆかりの寺院で第九演奏 
　ドイツ兵俘虜楽団ゆかりの地である本願寺塩屋
別院で、市民合唱団員らによる「まるがめ第九プ
レコンサート」が開催されました。ドイツ兵が演
奏したとされる「歓喜の歌」が、本堂中に高らか
に響き渡っていました。 

日時：1月13日豸午後1時開場、2時開式 
場所：丸亀市民会館 
対象：平成4年4月2日～平成5年4月 
　1日生まれの人（市外に住所のある
　人も参加可） 
その他：詳しくは、市のホームページ
　（http://www.city.marugame.lg.jp/ 
　itwinfo/i110/）をご覧ください。 
問い合わせ：地域振興課 蘂24-8809

ふ 

ささ 

りょ 

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜（午後1時～3時）・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、（公社）宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

午後7時～翌朝8時まで看護師が相談に応じます。 
一般：蘂087-812-1055 
小児：蘂＃8000か蘂087-823-1588

《夜間の救急電話相談》 

暮 ら し の カ レ ン ダ ー 111月 月 月 

１２ 

19土 

5 土 

12土 

26土 

9 水 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
介護相談　●飯 　午前9時～正午(要予約 蘂98-1584）  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

10木 
定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半　  
理学療法士による相談　●飯 　午前9時半～11時半 

20日 
□内 　辻松外科内科医院 蘂22-6718  
□内 　小林医院 蘂86-3038  
　脳外 　岸川脳神経外科 蘂25-2828  
□歯 　香川歯科医院（琴平町）蘂75-2311 午前9時～正午 

21月 

23水 1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

29火 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

30水 離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 

31木 3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

7 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～4時半 月 

16 無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
献血　■市 　午前9時半～11時半、午後0時半～4時半 水 

22 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午(要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 火 

28 離乳食講習　●飯 　午前10時～11時半  
栄養相談　●飯 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8806） 月 

25 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 金 

定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

8 火 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障がい者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8805） 
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

17木 
消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 

18金 

サポステ出張職業相談 栗熊 ◯コ　午後1時～4時半  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 

24木 

4 金 定例農家相談　■飯 　午前9時～正午 

11金 

15火 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時 

住　所　丸亀市（　　　　　）町 

年　齢　10代・20代・30代・40代・50代・60代以上 

性　別　男・女 

有効期間/平成25年1月1日（祝）～12月24日（火）（休館日を除く） 

─アンケート─ 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 

ご招待券 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755　 
　丸亀市猪熊弦一郎現代美術館の展覧会をご覧いただけ
る招待券を差し上げます。アンケートの欄に記入した招
待券を切り取って、美術館に持参してください。なお、
使用できるのは有効期間内に１回のみです。 

（1枚につき一人1回限り） 

無料招待券を進呈 赤ちゃん健診 
母子保健　成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

健　康　課 

 
地域振興課 

蘂24-8806

障がい者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

サポステ出張職業相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

産業振興課 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8844 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 
介護相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

1 □内 　小山クリニック 蘂58-4976 
□整 　川井整形外科クリニック 蘂23-4010火 

2 □小 　ほそだこどもクリニック 蘂58-0111 
□整 　石川整形外科クリニック 蘂23-8100水 

3 □内 　厚仁病院 蘂23-2311 
□外 　香川クリニック 蘂22-2311木 

□内 　岸本医院 蘂22-5629 
□整 　整形外科・小児科 安藤医院 蘂22-5496 
□歯 　前田歯科医院（琴平町）蘂75-3873 午前9時～正午 

6 日 

□内 　まつむら医院 蘂28-7312 
□内 　大西内科循環器科医院 蘂98-2455 
□外 　中野外科胃腸科 蘂25-2525

14月 

13日 
□内 　吉田病院 蘂22-8101  
□整 　広瀬整形外科医院 蘂23-1641 
□歯 　眞鍋歯科医院（琴平町）蘂75-3786 午前9時～正午 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 27 麻田総合病院 蘂23-5555 

□歯 　たかぎ歯科医院（多度津町） 蘂32-3210 午前9時～正午 日 

ま 
の ア ル ム バ 
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※日程が変更になる場合があります 
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市長杯争奪 
BOAT RACEまるがめ大賞 

ボートピア朝倉 
開設20周年記念 

丸亀市議会議長杯争奪 
Ｕ-35男女Ｗ優勝戦 

GⅠ関東地区選 
（江戸川） 
GⅠ近畿地区選 
（三国） 
GⅠ四国地区選 
（鳴門） 

唐津 

鳴門 鳴門 

蒲郡 若松 GⅠ九州地区選（若松） 桐生 

桐生 

若松 

GⅠ浜名湖周年 

GⅠ尼崎周年 

GⅠ中国地区選（徳山） 

GⅠ東海地区選（津） 

浜名湖 住之江 びわこ GⅢ常滑女子リーグ 

GⅢ福岡企業杯 
若
松 

尼
崎 

常
滑 

徳山 芦屋 芦屋オール女子 

デイリースポーツカップ 丸亀開催 
（ナイター） 
モーニング 
場外発売 

デ  イ 
場外発売 

ナイター 
場外発売 

事　故  127件 

死　者  1人 

負傷者  156人 

人　口 110,725人（－50） 
　男　  53,806人（－29） 
　女　  56,919人（－21） 
世帯数　43,827世帯（－56） （納期は1月10日～1月31日） 

市県民税/4期分 
介護保険料/6期分 

国民健康保険税/6期分 
後期高齢者医療保険料/7期分 

救 急 出 場  369件 

火災の発生  3件 

 

1月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

市の動き　12月1日現在（前月比） 交通事故（11月） 救急・火災件数（11月） 

日　時＝午前9時半～午後4時半 
場　所＝資料館2階展示室 
　　　　　　入館無料  月曜休館 

※1月3日貅まで、資料整理のため休館します。 

《常設展》生駒 山　 京極の歴史と文化展 

蘂22-5366資料館だより 
http://www.marugame-kyotei.jp/

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　  （入館は午後5時半まで)

《バレリーナ 21世紀に贈るメッセージⅠ》1988年 県立ミュージアム所蔵 
狡公益財団法人ミモカ美術振興財団 

1月13日豸～4月4日貅（会期中無休） 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

猪熊弦一郎展 
変化と不変 

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

《市民会館》 《市民会館》 

《アイレックス》 

入場無料 

好評発売中 

好評発売中 

1月19日貍午前10時開演 

新春 和の祭典!! ご来場ください 
「民謡・民舞・大正琴・エイサーほか」 3月2日貍午後6時開演 

●入場料＝5775円（指定席） 

山　まさよしツアー2013

2月11日豢午後1時開演 
●入場料＝500円（自由席） 

第7回さぬき映画祭 

3月9日貍①午後0時半②午後3時 
●入場料＝2800円（指定席） 

いまいゆうぞう・はいだしょうこコンサート 

好評発売中 3月10日豸 
昼の部＝午後1時半開演「桂川連理柵」ほか 
夜の部＝午後5時半開演「義経千本桜」ほか 
●入場料＝一般3500円ほか（指定席） 

人形浄瑠璃 文楽 

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

１４ １５ 

　入札参加指名願い 
　平成25年度、26年度の建設工事、
コンサルタント業務および物品・役
務提供の入札参加のための指名願い
を受け付けます。 
■時1月15日貂～25日貊（土・日曜を
　除く）午前9時半～11時、午後1
　時～3時半（郵送は期間内に必着） 
■所市役所別館3階第2会議室 
■他市ホームページ「入札・契約」か
　らダウンロードするか管財課で配
　布する「申請要領及び申請書」が
　必要 
■問管財課 蘂24-8944 

　眠っていませんか？ 
　あなたのお宅のひな人形 
　2月19日貂～ 
3月3日豸に展 
示するひな人形 
をお貸しくださ 
い。ひな人形は、 
展示後返却しま 
す。 
〈ふれあいひなまつり〉 
■時3月2日貍午前9時～正午 
■所飯山総合学習センター研修室 
■内親子で楽しむ、ひなまつりの歌や
　踊り、パネルシアターなど 

■問同センター 蘂98-3319 

　市営住宅入居者 
　2月1日貊から7日貅まで（土・
日曜を除く）受け付けます。詳しく
は広報2月号をご覧ください。 
　中堅所得者世帯向けの市営住宅（富
士見団地の一部、平山ハイツ）は、
随時募集しています。家賃は5万～
6万5千円。広さは70～84㎡。 
■問住宅課 蘂24-8814 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957 
 
 

　児童館から 
●フルーツポンチさんのおはなし会 
■時1月24日貅午前10時半～11時 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■料無料 
●おにさんの豆入れを作ろう 
■時1月26日貍、27日豸午前10時半 
　～11時半 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定各10人（申し込みが必要） 
■問児童館 蘂23-1091 

　エコ丸工房から 
●牛乳パックで紙すき体験 
■時1月19日貍午前10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■対一般、親子 
■定5人（要予約） 
■料2枚まで無料 
■他牛乳パック2個、 
　折り紙など持参 
●木工講座「おひなさま」 
■時1月20日豸午前9時半～11時半 

■所クリントピア丸亀 
■対一般 
■定10人(要予約) 
■料200円から 
●自転車の点検修理体験 
■時1月27日豸午前10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■対一般、親子 
■定2人（要予約） 
■料無料 
■他自転車、軍手持参 
●古布講座「軍手で作るお人形」 
■時1月27日豸午前9時半～正午 
■所クリントピア丸亀 
■対一般 
■定10人(要予約) 
■料200円 
■他裁縫道具持参 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時1月20日豸、27日豸（要予約） 
■所クリントピア丸亀 
■対足のサイズが12㎝以下の赤ちゃん 
■料8000円 
■申クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　チャレンジ運動教室 
■時2月1日貊午後1時半～3時 
■所飯山総合保健福祉センター2階会
　議研修室 
■内健康運動指導士・渡里美佳さんに
　よる、自宅でできる簡単な筋トレ
　とストレッチなど 
■他飲み物、汗ふきタオル持参 
■問健康課 蘂24-8806 

　文化財防火演習 
　貴重な文化財を守るため、防火演
習を行います。見学は自由です。 
■時1月24日貅午前9時半～10時半 
■所下坂神社境内（飯山町） 
■問教育委員会総務課 蘂22-6278

　生涯学習センターから 
●クラシックとうたあそび 
■時1月～3月の月2回日曜午前10時
　～10時40分 
■所同センター5階音楽室 
■対1歳～就学前の子どもと保護者 
■料2000円 
■他講師は田村真穂さん 
●餅つき大会 
■時1月12日貍午前10時～11時半 
■所同センター駐車場 
■定100人（餅がなくなるまで） 
■料無料 
●和凧づくり 
■時1月13日豸午前10時～正午 
■所同センター5階小ホール 
■対小中学生 
■内午後からたこ揚げを実施 
■料500円 
●高野優さん（育児漫画家）講演会 
「子は育ち親も育つ。楽しまなくっ 
ちゃもったいない。」 
■時2月2日貍午後1時半～3時 
■所同センター3階ホール 
■料無料 
■問同センター 蘂23-1091 

　人権課から 
●“ともに支える”介護 
　～男性介護者支援の取り組みから～ 
　男女が共に支えあう介護のあり方
を考えてみませんか。 
■時1月22日貂午後2時～3時半 
■所ひまわりセンター4階研修会議室 
■定200人（参加無料） 
■他講師は立命館大学・津止正敏教授。
　託児（要予約）、手話通訳あり 
●わたしのエンディングノートづくり 
　老後をより良く生きるために、自
分の人生を見つめ直してみませんか。 

■時2月21日貅午後1時半～3時 
■所生涯学習センター5階ゆめ 
■定25人（申込順） 
■料100円（ノート代） 
■他講師は高松市男女共同参画センター 
　宮脇初恵さん 
■問人権課男女共同参画室 蘂24-8823 

　冬のため池探検隊 
　バードウオッチング 
■時 2月9日貍午前9時～11時半（悪
　天候の場合は中止） 
■所宮池周辺（土器町） 
■定30人 
　（申込順） 
■料無料 
■他小学生以下は保護者同伴 
■申2月1日貊までに、環境課 蘂24-
　8836 
 
 

　税務課から 
〈国保の新年度用保険証〉 
　平成24年度国民健康保険税を1月
末までに完納していない場合、4月
1日からの新年度用保険証は有効期

限の短いものを送付することになり
ます。2月以降に完納しても当初送
付分は短期証になりますので納期内
に納付をお願いします。 
　納期後に遅れて完納した場合は、
短期証を税務課に持参していただき、
長期証との交換になります。 
■問税務課徴収担当 蘂24-8856 
〈1月31日までに償却資産の申告を〉 
　1月1日現在、市内に事業用償却
資産（①構築物②機械及び装置③船
舶④車両及び運搬具⑤工具、器具及
び備品）を所有している人は、1月
31日貅までに、税務課へ償却資産申
告書の提出をお願いします。申告書
が届いていない人は、税務課に連絡
してください。 
■問税務課償却資産担当 蘂24-8859 

まちづくりのお手伝い！！ 
ボートレース事業の収益は、住民福祉の向上に 
役立てています 

県立ミュージアム所蔵の猪熊作品が
高松からMIMOCAにやってくる！ 

元日～1月6日豸は「石内都 絹の夢」を開催。
和服でご来館の人は観覧無料。 

だこ 

人権擁護委員 松野幸子さん 
法務大臣表彰受賞 

　丸亀人権擁護委員協議会会長とし
て、人権教室を開催するなど、協議会
活動を活性化させた功績が認められ、
松野幸子さんが表彰されました。 

第46回中学生の「税についての作文」入賞者 
全国納税貯蓄組合連合会会長賞 
香川県納税貯蓄組合連合会最優秀賞 
香川県納税貯蓄組合連合会優秀賞 
丸亀税務署長賞  
丸亀税務署管内納税貯蓄組合連合会会長賞 
丸亀税務署管内租税教育推進協議会会長賞 
丸亀税務署管内青色申告会連合会会長賞 
社団法人丸亀法人会会長賞  

丸亀間税会会長賞 

四国税理士会丸亀支部長賞  
 
丸亀税務署管内納税貯蓄組合連合会優秀賞 

鈴木　浩太（東中3年） 
 
長尾　嘉大（南中2年） 
綱島　千鶴（西中2年） 
岡田　美香（西中2年） 
竹内　香織（東中3年）、橋本　晟弘（西中2年） 
山川　　愛（西中2年）、竹森　逸希（飯山中2年） 
東谷しずな（西中1年） 

小野　彩夏（西中2年）、渡部　亜美（西中2年） 
玉井　壯汰（飯山中1年） 
行天悠一郎（西中2年） 

牛尾　早希（西中1年）、小野　晴輝（西中1年） 
宮武　春佳（西中1年）、田尾　美澪（南中2年） 
米津　拓真（南中1年）、西井　舜祐（飯山中2年） 

「ぼくを助けてくれた税」 

「税の歴史から学んだこと」 

好評発売中 
「パキーター」全2幕3場（抜粋） 
1月27日豸午後2時開演 
●入場料＝一般2000円ほか（自由席） 

第11回 
まるがめクラシックギャラリーコンサート 

好評発売中 2月2日貍午後5時半開演 
●入場料＝6000円（指定席） 

ゴスペラーズ坂ツアー2013

2月10日豸①午後1時②午後3時半開演 
●入場料＝親子券2500円ほか（自由席） 

米村でんじろう・おもしろサイエンスショー 

募 集  

催 し  

お 知らせ 



花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

薔0120-753-854

訪問医療マッサージ（健康保険適用） 

株式会社サンテ 訪問医療マッサージ 
本社 〒763-0085 丸亀市飯野町東分６８３-１ 

お気軽にお電話ください。 

対象の方は健康保険がご利用になれます 

杖歩行等で介助がなくては通院が困難な方、車いすの
方、寝たきりの方など。医療費の自己負担が１割の方は、 
全身のマッサージ治療が１回が316円～556円です。 
（往診料もこの中に含まれますので、別途のご請求は一切ございません） 

無料体験のご案内 

ご利用頂き易くなりました 

新1年クラブ会員 募集開始！ 

※その他、お問い合わせください 

入会金 10,000円　保証金 0円 
月会費         4,725円         6,300円 平日昼 

5,250円（別途照明代必要） 平日ナイター 

正会員 

太陽光発電 
エアコン・エコキュートの施工 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■他
そ
の
他  

■申
申
し
込
み 

■問
問
い
合
わ
せ 

行
政
相
談
委
員
制
度 

５０
周
年
記
念
パ
ネ
ル
展 

■時
1
月
２１
日
豺
〜
２５
日
貊
（
最
終
日

　
は
午
後
3
時
ま
で
） 

■所
飯
山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー 

■内
行
政
相
談
委
員
制
度
の
意
義
や
役

　
割
、
改
善
事
例
な
ど
を
紹
介 

■問
総
務
省
四
国
行
政
評
価
支
局
行
政

　
相
談
課
（
蘂
0
8
7
―
8
3
1
―

　
3
1
0
3
） 

 

法
テ
ラ
ス
の
無
料
法
律
相
談 

●
弁
護
士
相
談
迯
毎
月
第
1
・
3
木

　
曜
午
後
1
時
〜
4
時
（
市
内
）
、

　
毎
週
月
・
水
・
木
・
金
曜
午
後
1

　
時
〜
4
時
（
高
松
市
） 

●
司
法
書
士
相
談
迯
毎
月
第
2
・
4

　
水
曜
午
後
1
時
〜
3
時（
高
松
市
） 

■料
３０
分
無
料
（
条
件
あ
り
） 

■他
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要 

■申
法
テ
ラ
ス
香
川
（
蘂
0
5
0
―
3
 

　
3
8
3
―
5
5
7
0
） 

 

第
１０
回
香
川
短
期
大
学 

ダ
ン
ス
部
＆
ダ
ン
ス
ゼ
ミ
定
期
公
演 

■時
1
月
２０
日
豸
午
後
2
時 

■所
同
校
講
堂
ホ 

　
ー
ル 

　（
宇
多 

　
津
町
） 

■料
無
料 

■問
同
校
・
日
野
研
究
室
（
蘂
4
9
―

　
8
0
4
9
） 

   

放
送
大
学
4
月
生 

　
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。 

出
願
締
め
切
り
＝
2
月
２８
日
貅 

■他
資
料
請
求
は
無
料 

■問
同
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー
（
蘂

　
0
8
7
―
8
3
7
―
9
8
7
7
） 

 

色
紙
に
彩
る
「
干
支
」
作
り 

■時
1
月
１７
日
貅
午
前
１０
時 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■定
１５
人 

■料
5
5
0
円 

■他
裁
縫
道
具
、
は
さ
み
持
参 

■申
1
月
１０
日
貅
ま
で
に
、 

　
小
阪
さ
ん  

　
（
蘂
0
9
 

　
0
―
9
7
 

　
7
9
―
6 

　
7
2
9
） 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

平
成
２５
年
度
入
学
生
・
受
講
者 

　
同
園
で
は
、
広
域
通
信
制
に
よ
る

高
等
学
校
、
福
祉
教
育
お
よ
び
生
涯

学
習
講
座
の
学
生
・
受
講
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案

内
書
、
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。 

■問
同
園
（
蘂
0
4
2
―
5
7
2
―
3
 

　
1
5
1
）
ま
た
は
案
内
書
請
求
フ 

　
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
薔
0
1
2
0
―

　
0
6
―
8
8
8
1
）
へ
。 

 

〜
犬
と
楽
し
く
暮
ら
そ
う
〜 

愛
犬
の
飼
い
方
教
室
参
加
者 

■時
1
月
２７
日
豸
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■所
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所 

■対
犬
を
飼
い
始
め
た
人
、
飼
う
予
定

　
の
人 

■定
２０
人
程
度
（
先
着
順
） 

■内
犬
の
飼
い
方
の
ル
ー
ル
、
基
本
的

　
な
接
し
方
（
実
演
）
な
ど 

■料
無
料 

■他
当
日
は
、
犬
を
連
れ
て
の
参
加
は

　
で
き
ま
せ
ん 

■申
1
月
7
日
豺
〜
１１
日
貊
に
、
県
中

　
讃
保
健
所
衛
生
課
（
蘂
2
4
―
9

　
9
6
4
） 

 

セ
ミ
ナ
ー
受
講
生 

●
足
首
の
け
が
の
処
置
と 

　
テ
ー
ピ
ン
グ
を
学
ぼ
う 

■時
1
月
１９
日
貍
午
前
１０
時
〜
正
午（
受

　
け
付
け
は
午 

　
前
9
 

　
時
半
） 

■対
選
手
、
指
導 

　
者
、
保
護
者
な
ど 

●
筋
ト
レ
に
ト
ラ
イ
し
よ
う 

■時
1
月
２６
日
貍
午
前
１０
時
〜
正
午（
受

　
け
付
け
は
午
前
9
時
半
） 

■対
３０
歳
〜
５０
歳
代
の
女
性
初
心
者 

■所
飯
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

■定
各
１６
人
（
要
予
約
） 

■料
2
0
0
0
円
（
材
料
費
を
含
む
） 

講
師
＝
米
国
公
認
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

　
ト
レ
ー
ナ
ー
・
市
崎
澄
江
さ
ん 

■申
市
崎
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
7
1
4 

　
4
―
8
1
0
2
） 

 

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生 

●
Ｐ
Ｌ
Ｃ
に
よ
る
電
動
機
制
御
の
実
務 

■時
1
月
１２
日
貍
、
１９
日
貍 

■料
1
万
2
0
0
0
円 

●
切
削
加
工
の
理
論
と
実
際 

■時
1
月
２６
日
貍
、
2
月
2
日
貍
、
9

　
日
貍 

■料
1
万
6
9
0
0
円 

●
設
計
ツ
ー
ル
に
よ
る 

　
モ
デ
リ
ン
グ
技
術 

■時
1
月
２６
日
貍
、
2
月
2
日
貍
、
9

　
日
貍 

■料
1
万
3
7
0
0
円 

■所
各
セ
ミ
ナ
ー
と
も
同
校 

■問
同
校
（
蘂
2
4
―
6
2
9
8
） 

  

丸
亀
武
道
場
一
心
会 

■時
毎
週
火
・
木
・
土
曜
午
後
6
時
半
〜 

　
8
時 

■所
丸
亀
高
等
学
校
武
道
館 

■対
幼
稚
園
年
長
・
小
学
生 

■料
2
0
0
0
円
（
月
額
） 

■問
白
石
さ
ん（
蘂
2
3
―
6
0
2
0
） 

 

え 

と 

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会 

　
交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
の

被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が
被
疑

者
を
起
訴
し
て
く
れ
ず
、
納
得
で
き

な
い
―
―
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お

持
ち
の
人
は
、
同
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て
は

無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

■問
丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局
（
蘂
2
 

　
3
―
5
2
8
1
） 

 

未
公
開
株
・
社
債
の
勧
誘
な
ど 

う
ま
い
話
に
ご
用
心 

　
「
こ
の
株
は
上
場
確
実
」
「
今
買

え
ば
必
ず
儲
か
り
ま
す
」
―
―
、
知

ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
や
郵
便
に
よ

る
未
公
開
株
・
社
債
の
勧
誘
は
詐
欺

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不
審
な
勧

誘
を
受
け
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

■問
四
国
財
務
局
金
融
監
督
第
一
課（
蘂

　
0
8
7
―
8
3
1
―
2
1
3
1
） 

 

貸
切
バ
ス
選
定
・ 

利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

　
国
土
交
通
省
で
は
、
乗
務
員
の
運

転
時
間
の
基
準
・
指
針
な
ど
の
見
直

し
を
踏
ま
え
、
旅
行
業
者
や
地
方
自

治
体
、
学
校
な
ど
の
利
用
者
が
、
貸

切
バ
ス
事
業
者
を
選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン

ト
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
ま
し
た
。 

　
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
同
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

■問
四
国
運
輸
局
自
動
車
交
通
部
旅
客 

　
課
（
蘂
0
8
7
―
8
3
5
―
6
3
 

　
6
4
） 

 

贈
与
税
の
申
告
が 

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
よ
り
便
利
に 

　
平
成
２４
年
分
の
贈
与
税
か
ら
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
、

金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な

ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す
。
な
お
、
平
成
２４
年
分

の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
は
、

１
月
上
旬
に
公
開
予
定
で
す
。 

■問
丸
亀
税
務
署
（
蘂
2
3
―
2
2
2

　
1
） 

   

平
成
２５
年
度
善
通
寺
看
護
学
校 

一
般
入
学
試
験 

試
験
日
＝
1
月
２４
日
貅 

■対
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
見
込

　
み
を
含
む
） 

■内
国
語
総
合
、
現
代
文
（
古
文
・
漢

　
文
を
除
く
）
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
数

　
学
Ⅰ
、
面
接 

受
付
期
間
＝
1
月
4
日
貊
〜
１５
日
貂 

■問
同
校
（
蘂
6
2
―
3
6
8
8
） 

 

平
成
２５
年
度
香
川
看
護
専
門
学
生 

《
第
1
看
護
学
科（
3
年
過
程
）》 

●
一
般
第
2
回
・
社
会
人
第
3
回 

　
入
学
試
験 

■時
3
月
9
日
貍 

■所
同
校
（
善
通
寺
市
） 

■内
国
語
総
合
、
英
語
Ⅰ
、
数
学
Ⅰ
、

　
小
論
文
、
面
接 

受
付
期
間
＝
2
月
１４
日
貅
〜
3
月
5

　
日
貂 

《
第
2
看
護
学
科（
2
年
過
程
）》 

●
一
般
第
2
回
入
学
試
験 

■時
3
月
9
日
貍 

■所
同
校
（
善
通
寺
市
） 

■内
看
護
全
般
、
国
語
総
合
、小
論
文
、

　
面
接 

受
付
期
間
＝
2
月
１４
日
貅
〜
3
月
5
日
貂 

■問
同
校
（
蘂
6
3
―
6
1
6
1
） 

   

四
国
一
斉
！ 

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設 

■時
1
月
２７
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
3

　
時 

■所
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局 

■内
登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
人

　
権
、
公
証
事
務
な
ど
の
相
談 

申
込
期
間
＝
1
月
7
日
豺
〜
１８
日
貊 

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
、

　
祝
日
を
除
く
） 

■申
同
局
丸
亀
支
局
（
蘂
2
3
―
0
2
 

　
2
8
） 

 

高
齢
者
や
障
が
い
者
の 

あ
ん
し
ん
相
談
会 

■時
1
月
１９
日
貍
午
後
1
時
半
〜
4
時

　
半 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
、
高
松
テ
ル

　
サ
（
高
松
市
） 

■対
高
齢
者
、
障
が
い
者
と
そ
の
家
族

　
お
よ
び
関
係
者 

■内
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、
精
神

　
保
健
福
祉
士
、
日
常
生
活
自
立
支

　
援
事
業
専
門
員
に
よ
る
個
別
相
談 

■料
無
料 

■問
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課 

　
（
蘂
0
8
7
―
8
6
1
―
8
8
8
 

　
3
） 

も
う 



宮 野宮 野 病 院病 院  
丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171
http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 
蘆グ ル ープ ホ ー ム　あ や うた 
蘆デ イ サ ー ビ ス　く り く ま 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

関連 
施設 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

 

専
門
医
に
よ
る
口
腔
が
ん
検
診 

■時
①
2
月
3
日
豸
、
②
１７
日
豸
午
前

　
１０
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
3
時 

■所
①
三
豊
総
合
病
院（
観
音
寺
市
）、 

　
②
香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

　（
三
木
町
） 

■定
①
、
②
と
も
に
７５
人
（
先
着
順
） 

■料
無
料 

締
め
切
り
＝
1
月
２１
日
豺
午
前
9
時

　
〜
午
後
5
時 

応
募
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　
号
を
明
記
し
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

　
ク
ス
で
香
川
大
学
医
学
部
歯
科
口

　
腔
外
科
医
局
（
蘂
0
8
7
―
8
9

　
1
―
2
2
2
7
、
薨
0
8
7
―
8

　
9
1
―
2
2
2
8
）
へ 

■問
同
医
局
ま
た
は
県
健
康
福
祉
総
務
課 

　（
蘂
0
8
7
―
8
3
2
―
3
2
7
3
） 

 

春
休
み
海
外
派
遣
参
加
者 

■時
3
月
２４
日
豸
〜
4
月
5
日
貊
の
う

　
ち
9
〜
１１
日
間 

派
遣
先
＝
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
カ

　
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー 

■対
小
学
3
年
生
〜
高
校
3
年
生 

■内
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

　
文
化
交
流
、
学
校
体
験
な
ど 

■料
2
9
・
8
〜
4
3
・
8
万
円 

■他
料
金
や
申
し
込
み
は
、
コ
ー
ス
に

　
よ
っ
て
異
な
る 

締
め
切
り
＝
2
月
4
日
豺 

〈
説
明
会
〉 

■時
1
月
２０
日
豸
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■所
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松（
高
松
市
） 

■料
無
料
（
予
約
不
要
） 

■問
譛
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
蘂
0

　
3
―
6
4
5
9
―
4
6
6
1
） 

 

市
民
会
館
か
ら 

●
同
館
の
食
堂
経
営
者
募
集 

締
め
切
り
＝
1
月
２５
日
貊 

■他
使
用
応
募
申
込
書
、
企
画
書
な
ど

　
の
書
類
が
必
要 

■問
同
館
（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

●
パ
ソ
コ
ン
教
室 

■所
同
館 

■定
各
講
座
２０
人
（
申
込
順
） 

■申
講
座
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
同
館

　
（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

●
太
極
拳
教
室
受
講
生 

■時
1
月
１１
日
か
ら
3
月
1
日
ま
で
の

　
毎
週
金
曜
午
前
１０
時
〜
１１
時
半（
全

　
7
回
） 

■所
同
館 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
5
0
0
0
円
（
受
講
料
と
し
て
） 

■問
同
館
（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

●
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
教
室
受
講
生 

■時
1
月
１６
日
か
ら
2
月
２７
日
ま
で
の

　
毎
週
水
曜
午
前
１０
時
半
〜
正
午（
全

　
7
回
） 

■所
同
館 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
5
0
0
0
円
（
受
講
料
と
し
て
） 

■申
同
館
（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

香
川
大
学
公
開
講
座
受
講
生 

●
天
才
た
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ 

　
―
日
本
の
か
ら
く
り
か
ら
解
く 

　
　
「
新
・
創
造
論
」
の
提
唱
― 

■時
2
月
2
日
貍
午
後
１
時
〜
2
時
半
、

　
午
後
2
時
４０
分
〜
4
時
１０
分 

■所
同
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン

　
タ
ー 

■対
一
般 

■定
４０
人 

■料
4
0
0
0
円 

締
め
切
り
＝
1
月
１８
日
貊 

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
8
7
―
8
3 

　
2
―
1
2
7
3
） 

 

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所
か
ら 

●
バ
ラ
の
冬
期
せ
ん
定
講
習
会 

■時
1
月
２７
日
豸
①
午
前
9
時
半
〜
正

　
午
、
②
午
後
1
時
半
〜
4
時 

■所
同
事
務
所
（
坂
出
市
） 

■定
各
組
２０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
抽
選
） 

■内
バ
ラ
の
せ
ん
定
・
施
肥
・
防
除
方

　
法
の
講
習
と
実
演
、
栽
培
相
談 

■料
無
料 

締
め
切
り
＝
1
月
１５
日
貂 

●
松
の
冬
期
せ
ん
定
講
習
会 

■時
2
月
１０
日
豸
①
午
前
9
時
半
〜
正

　
午
、
②
午
後
1
時
半
〜
4
時 

■所
同
事
務
所
（
坂
出
市
） 

■定
各
組
１５
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
抽
選
） 

■内
松
の
せ
ん
定
方
法
、
防
除
方
法
、

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
園
芸
相
談 

■料
無
料 

■申
1
月
２２
日
貂
〜
2
月
5
日
貂
ま
で
に
、

　
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

　
し
込
み
（
電
話
申
し
込
み
は
不
可
） 

■問
同
事
務
所（
蘂
4
5
―
6
8
2
0
） 

 

奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金 

　
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
7
万
本
の

う
ち
1
本
だ
け
残
っ
た
も
の
の
枯
死

し
て
し
ま
っ
た
奇
跡
の
一
本
松
を
、

復
興
の
象
徴
と
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

保
存
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の
募

金
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。 

募
金
方
法
＝
《
岩
手
銀
行
》（
口
座
）

高
田
支
店
　

普
通
　

2
0
5
1
8
3
6

（
名
義
）
奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金 

代
表
　
陸
前
高
田
市
長
　
戸
羽
太 

《
ゆ
う
ち
ょ
》
（
口
座
）
0
2
2
9
 

0
・
9
・
1
2
7
0
1
3
（
名
義
）

奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金 

■問
同
市
都
市
計
画
課
（
蘂
0
1
9
2

　
―
5
4
―
2
1
1
1
） 

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
1
月
１３
日
豸
午
前
8
時
半
市
役
所

　
前
集
合 

■所
金
刀
比
羅
宮
（
琴
平
町
） 

■他
手
袋
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
持
参 

■問
山
下
さ
ん（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

●今年の目標はもっ
と写真の腕を上げる
こと。納得の一枚が

撮れるように頑張るぞ！（くぅちゃん）
●年女という節目を迎えました。今年
も広報を通じて人との出会いを大切に
したいな（凛）●綾歌町岡田のご当地キ
ャラ「久次郎さん」の公式ホームペー
ジを発見！一度ご覧あれ（もり）●丸亀
藩に仕官して2度目の正月。情・温・季・
誠で、今年も誓う市民目線（中年明） 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

 
●おはなし会 
飯山＝1月12日貍午後2時 
中央＝1月26日貍午後3時 
●くねくねへびをつくろう 
日時＝1月12日貍午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
定員＝20人 
●郷土にまつわる歴史講座 
　「丸亀ドイツ兵俘虜の生活」 
日時＝1月13日豸  
　　　午後1時半～3時 
場所＝中央図書館会議室 
講師＝田村慶三さん 

●子ども日曜TVシアター 
日時＝1月20日豸午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●ブックバンク 
  （本の交換会） 
日時＝1月20日豸  
　　　午前10時～午後2時 
場所＝中央図書館 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　1～4日、14日、28日、31日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　1～4日、7日、14日、28日、31日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　1～4日、7日、14日、21日、31日 

『奥薗流・腸美人レシピ』 

『びっくりトリックワールド』 

奥薗壽子・著（文化出版局） 

1月の休館日 

1月の行事 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
１９ １８ １８ 

ふ りょ 

　腸を元気にすると、生き生きと
過ごすことができます。腸のお掃
除をしてくれる食物繊維、善玉菌
を腸に送り免疫力をアップさせて
くれる発酵食品、腸管を守ってくれるネバネ
バ食品などを使った、簡単な料理を紹介。 

水島広子・著（日本実業出版社） 

　周りの人も喜んでくれて、自分
自身も癒やされていく、そんな「気
づかい」ができるようになりたく
ありませんか。対人関係療法の精
神科医が、気づかいの秘けつを紹介。 
 

伊藤哲郎・編（学研） 

　動物園と水族館をテーマにした、
だまし絵やかくし絵など、脳の 
働きを利用したトリックアートが
満載。トリックアートのおはなし
なども紹介する。 

『誰と会っても疲れない 
　　　「気づかい」のコツ』 

もっと本が好きになる！ 
「セカンドブック」を知っていますか？ 
 

もっと本が好きになる！ 
「セカンドブック」を知っていますか？ 
 　図書館では、今春小学1年生にな
る児童に絵本を1冊プレゼントする
「セカンドブックおはなし会」を、
絵本の読み聞かせボランティアの皆
さんと協働で開催しました。「セカ
ンドブック」は、家庭・地域・学校
など社会全体で読書を推進しようと
策定した「子ども読書活動推進計画」の一つで、ブックスタート
から始まる子どもの読書活動や家読（うちどく）を推進する事業
です。 
　子どもたちに読書の習慣を身につけてもらうため、様々な行事
を行っていますので、ぜひ親子で参加してください。 

〈ブックスタートとは〉 
　3か月健診時に、一人ひとりの赤ちゃんに絵本をプレゼントする運動。 

京極くんデザイン利用カード作れます 
　イラストが入っていないカードもあります。どちら
か好きな方を選んでください。 

新 規 利 用 者  

こ
う 

く
う 

とり奉行 
骨付じゅうじゅう 



4

ハボタンハボタン
冬の花壇でよく目にするハボタンは、葉
がボタンの花のように見えることから名
付けられたと言われています。花は、４月
頃から咲き始めます。（丸亀市民ひろば）

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報

　
課
　
2
4
｜
8
8
0
1
へ

N
o.9
4

1
月
1
日
発
行 平
成
2
5
年（
2
0
13
） 1月

号
●
編
集
と
発
行
　
丸
亀
市
役
所
総
務
部
秘
書
広
報
課

TEL2
3
-2
1
1
1（
代
表
）

ホームページ
http://w

w
w
.city.m

arugam
e.lg.jp

広
報
丸
亀

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

２０

あなたの作品を

「広報丸亀」の表紙に
使わせてください。

あなたの作品を

「広報丸亀」の表紙に
使わせてください。

テーマ／私の丸亀－思い出の風景－

市では「広報丸亀」の表紙を飾る
作品を募集しています。
エピソードを添えてお寄せください。

分　野／絵画、版画、切り絵、写真など

問い合わせ／丸亀市秘書広報課 広聴広報担当 　24-8801

●大きさ－概ねＢ５～Ｂ４サイズ
●応募作品数－制限無し。ただし、採用させて
　いただいた人は１年間程度ご遠慮いただきます。
●応募作品の著作権などは市に所属します。
応募作品は、弊課内部規程により審査させていただきます。
その結果、ご要望にそえない場合もあります。

お
正
月
。
孫
た
ち
が
帰
っ
て
き
た
。

「
ま
た
、
重
と
う
な
っ
て
…
…
。
広
報
の
表
紙
募
集
し
よ
る
で
」

「
ほ
ん
ま
な
あ
」

「
丸
亀
の
風
景
な
ら
ど
こ
で
も
え
え
げ
な
で
」

（
3
日
後
）

「
ほ
ん
だ
ら
お
盆
に
帰
る
け
ん
。
表
紙
に
応
募
し
て
み
る
わ
」

「
そ
う
し
ま
い
」

四国新聞販売に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（　0120-494459）までご連絡ください。
※城乾地区は同コミュニティセンター（　21-0012）へお問い合わせください。


